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＜平成 27年度 議会報告会記録＞ 

［日  時］平成 27年 10月 19日(月) 午後 6時 30分～ 

［会  場］西地区コミュニティセンター 

［参加者数］15名 

［担 当 者］3班：◎岡野、○本間、天日、黒岩、後藤、宇治   （◎班長、○副班長） 

 

意見・要望・質疑事項など要旨 対応・回答の要旨 備 考 

(1)マイナンバー制度について 

・マイナンバーの提示で問題がおきている所が出ている

が大丈夫か。 

・発送費はいくらか。どこで負担するのか。 

・セキュリティについては大丈夫か。 

・住基ネットの費用はいくらかかったのか。 

(1) 

・組織的な個人情報保護対策をとっていく。 

・発送費は国が負担する。発送費の金額は未定。 

・最大限のセキュリティ対策をとる。 

・後日、調べて報告します。 

 

(2)議会報告会について 

・議会報告会は、議会の代表者として来ているのか。 

(2)代表でなく議員が各 6名、3班に分かれ、市内 15か所

で実施する。 

 

(3)議会報告会について 

・報告会で話し合われた内容について、広報のような文

章で報告はないのか。また、今後文章での報告は考え

ないのか。 

(3)今後検討する。  

(4)政策の報告について 

・会派ごとの主張やアピールをしてはどうか。 

・会派ごとの統一した政策について、報告はないのか。 

(4)会派のアピール等は議会報告会で出来ない。会派が独

自に報告会等を行うことは可能。 

 

(5)議員の質問等について 

・定例会での一般質問が少ない。議員公約を守っていけ

るのか。 

(5)議会運営委員会では一般質問の人数について指示して

いない。議員個人の考えで行っている。議員定数は議

会改革特別委員会と全議員で決定している。議会基本
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意見・要望・質疑事項など要旨 対応・回答の要旨 備 考 

・議員が多い。議員定数の削減を行うのは、議会改革特

別委員会なのか。それとも議会運営委員会なのか。 

・議会基本条例には「二元代表制における市民の負託に

応える」とある。本当に応えているのか。 

条例の変更については、議会運営委員会で検討する。

議員一人ひとりの資質もあるが、今後、会派等で検討

していく。一般質問も大事な仕事であるが、他にも委

員会活動を行い、行政のチェック機能と仕事がある。 

(6)議会について 

・通年議会実施の考えは。 

・反問権をなぜ行わないのか。反問権を使って理解しな

いと、議会は活性化しないと考える。 

(6)議会基本条例は 3 年ごとに見直しをする。議員からの

要請により議会運営委員会にはかり、見直しも可能と

なっている。 

 

(7)富良野市の活性化について 

・市街地の消費購買が落ち込んでいる。市民が安心して

生活できる雇用が必要。市のお金を使って仕事を増や

してほしい。仕事が無くなり人口減少につながってい

る。 

・企業誘致を考えなければ、人口減少対策はあり得ない。 

(7)議員も提案型の意見を考えていく必要性を感じてい

る。議員も精一杯努力していく。 

 

(8)議会報告会のあり方について 

・報告会は現状のやり方で良い。遠くの会場に行けない

ので、こちらに出向いてほしい。 

(8)報告会は現在、市内 15 カ所で開催している。1～3 ヵ

所での開催する案もある。 

 

(9)議会報告会のあり方について 

・１カ所で開催すると話したくても話せなくなる。今日

も話す人が決まってしまった。議員の皆さんと話をし

たい。このように来てもらえるのであれば、何度でも

開催していい。 

・１５か所の会場で出た意見は、議員全員で議論してほ

しい。 

・通年議会には反対する。 

(9)会場について、現状のままが良いという意見、どちら

でもよいという意見、２つの意見があったことを報告

する。今日出された意見は今年１年をかけて議員全員

で論議を重ねたい。 

 

 


